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平
成
25
年
度
予
算
決
ま
る

平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
只
見

川
流
域
豪
雨
災
害
復
興
交
付
金
（
只
見
川
豪
雨
災
害
復
興
基
金

繰
入
金
を
含
む
）
9
億
円
を
計
上
し
、
昨
年
を
上
回
る
大
型
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

３５億４,５１７万円

　その他には地方消費税交付金、分担金及び負担金、自動車
取得税交付金、寄付金、繰越金、使用料及び手数料、各種交
付金があります。
　なお、繰入金の多くは只見川豪雨災害復興基金より繰り入
れています。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
総
額
35
億
４
，
５
１

７
億
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
９
，
２
０
５
万
円
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
増
額
の
大
き

な
要
因
は
、
災
害
復
旧
関
係

経
費
が
大
幅
に
減
少
す
る
も
の

の
、
只
見
川
流
域
豪
雨
災
害
復

興
交
付
金
（
只
見
川
豪
雨
災
害

復
興
基
金
繰
入
金
を
含
む
）
９

億
円
を
計
上
す
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。　

地方交付税…………国から一定の行政水準を確保するために、地方に交付される
お金

町債…………………特定の目的のために、町が国や金融機関から借り入れるお金
町税…………………町民の皆さんや企業から町に納めていただく税金
国庫・県支出金 特定の目的のために、国・県から交付されるお金
繰入金………………主に積立金（基金）を取崩し一般会計に繰り入れるお金
地方譲与税…………国税として徴収した自動車重量税や地方揮発油譲与税などの

一部から町へ配分されるお金

総務費………………町政全般の管理費等に使われるお金
公債費………………町債（町の借入金）の返済にあてるお金
民生費………………高齢者・障がい者・児童などの福祉に使われるお金
土木費………………町道などの整備や管理に使われるお金
衛生費………………住民健診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金
教育費………………義務教育や生涯学習などに使われるお金
商工費………………観光・商工業の振興に使われるお金
消防費………………消防、水防、災害対策に使われるお金
農林水産業費………農林水産業の振興などに使われるお金
議会費………………議員の報酬や議会の運営に使われるお金

地方交付税
１４億７,３００万円
（４１.５％）

（　　）は構成比

繰入金
６億２,７５３万円
（１７.７％）

県支出金
６億１,８７３万円
（１７.５％）

町税
４億３,０８０万円
（１２.２％）

町債
１億９,７８３万円
（５.６％）

国庫支出金
６,７５５万円
（１.９％）

諸収入
４,３３５万円
（１.２％）

地方譲与税
３,０６０万円
（０.８％）

その他
５,５７８万円
（１.６％）
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投
資
的
事
業
に
は
、
総
額
４

億
４
，
２
４
２
万
５
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
実
施
す
る
主
な
事
業

は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
町
営
住
宅
取
得
事
業

 
 

６
，
０
０
０
万
円

•
旧
沼
沢
湖
山
荘
等
不
用
財
産

処
分
事
業

 
 

５
，
３
５
０
万
円

•
道
の
駅
整
備
事
業
負
担
金

 
 

２
，
８
１
０
万
２
千
円

•
町
営
住
宅
建
設
整
備
事
業（
調

査
・
設
計
）

 
 

２
，
１
０
０
万
円

•
か
ね
や
ま
福
祉
会
職
員
寮
建

設
補
助
事
業

 
 

２
，
０
０
０
万
円

　

ま
た
、
投
資
的
事
業
以
外
の

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
に
係

る
生
活
再
建
支
援
交
付
金

 
 

４
億
８
，
２
０
０
万
円

•
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

 
 

４
，
７
６
０
万
７
千
円

•
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

 
 

１
，
６
０
０
万
円

•
川
口
高
校
桐
径
会
活
動
補
助

金

 
 

１
，
３
０
３
万
２
千
円

•
複
式
学
級
緩
和
・
特
別
支
援

事
業

 
 

１
，
０
７
５
万
４
千
円

•
道
の
駅
維
持
管
理
事
業

 
 

４
１
４
万
円

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
（
医
療

費
な
ど
）

　

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

が
平
成
24
年
度
か
ら
増
加
傾
向

で
あ
る
た
め
、
保
険
給
付
費
全

体
で
の
伸
び
を
見
込
み
増
額
し

ま
し
た
。

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
（
診
療

所
の
運
営
）

　

平
成
25
年
度
に
宮
下
病
院
か

一般会計予算

　その他には労働費、災害復旧費、予備費があります。

ら
の
医
師
送
迎
の
た
め
の
車
両

を
購
入
す
る
た
め
増
額
し
ま
し

た
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
ね

や
ま
ホ
ー
ム
の
増
床
に
よ
る
保

険
給
付
費
の
伸
び
を
見
込
み
増

額
し
ま
し
た
。

▼
簡
易
水
道
事
業

　

川
口
統
合
簡
水
太
郎
布
地
区

取
水
施
設
新
設
工
事
を
本
格
着

手
す
る
た
め
増
額
し
ま
し
た
。

総務費
１４億５,２６６万円
（４１.０％）

公債費
４億１,４１５万円
（１１.７％）

民生費
３億７,３６９万円
（１０.５％）

土木費
２億７,６９１万円
（７.８％）

衛生費
２億４,８９７万円
（７.０％）

教育費
２億１,７０１万円
（６.１％）

商工費
２億９４万円
（５.７％）

消防費
１億１,３０６万円
（３.２％）

農林水産業費
１億９０１万円
（３.１％）

議会費
５,１８８万円
（１.５％）

その他
８,６８９万円
（２.４％）

（　　）は構成比

会 計 名 予 算 額 前年度比
国民健康保険事業勘定
※医療費など ３億９,５５８万円 ２,９５８万円増

国民健康保険施設勘定
※診療所の運営 １億３,３４１万円 ２７１万円増

介護保険 ５億　５５３万円 ３,８６１万円増

後期高齢者医療 ４，６４９万円 ５２０万円増

簡易水道事業 ２億４,５６８万円 ８,６４３万円増

特定地域生活排水処理
事業 １億　２２４万円 １,０００万円減

特定環境保全公共下水
道事業 ２,１１８万円 １億７,０４５万円減

農業集落排水事業 ３７０万円 ３万円増

町営バス事業 １,７２３万円 ６万円増
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町を目指して

平
成
23
年
新
潟
福
島
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
事
業
の
早
期

完
成
を
目
指
し
、
町
は
振
興
計
画
や
復
興
計
画
に
基
づ
き
、

安
全
で
安
心
で
き
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
平

成
25
年
度
の
主
な
業
務
内
容
と
役
場
内
の
業
務
変
更
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
を
図
る

　

本
年
度
は
新
潟
・
福
島
豪
雨

災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
の
推

進
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
災
害
に
対
す
る
対
策
、
過

疎
少
子
高
齢
化
に
伴
う
福
祉
対

策
、
今
後
の
若
者
を
含
め
た
定

住
人
口
の
増
加
対
策
、
基
本
産

業
で
あ
る
一
次
産
業
の
基
盤
作

り
に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
潟
福
島
豪
雨
災
害
の
対
応

と
し
て
只
見
川
流
域
豪
雨
災

害
復
興
基
金
を
活
用
し
て
生
活

再
建
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
町

営
住
宅
建
設
、
か
ね
や
ま
福
祉

会
へ
の
住
宅
建
設
補
助
を
復
興

事
業
と
し
て
定
住
対
策
を
推
進

し
、
空
き
住
宅
の
利
活
用
に
つ

い
て
も
定
住
促
進
に
向
け
た
支

援
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
災
害
対
策
と
し
て
、

農
林
水
産
物
の
放
射
能
測
定
事

業
、
農
地
の
放
射
能
対
策
、
風

評
対
策
を
進
め
る
と
共
に
、
一

次
産
業
の
基
盤
づ
く
り
と
六
次

化
な
ど
今
後
の
事
業
推
進
に
向

け
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
、
外
部
専
門
家
派
遣
事
業
を

取
り
入
れ
、
地
域
の
人
材
育
成

な
ど
、
地
域
振
興
、
産
業
振
興

の
活
性
化
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

産
業
振
興

　

農
業
、
商
業
な
ど
引
き
続
き

支
援
し
、
優
良
農
地
の
維
持
、

確
保
と
、
農
業
団
体
の
育
成
支

援
、
町
内
消
費
の
推
進
を
図
り
、

さ
ら
に
原
子
力
災
害
の
風
評
被

害
払
拭
に
取
り
組
み
、
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
道

の
駅
「
奥
会
津
か
ね
や
ま
」
を

地
域
資
源
利
活
用
と
情
報
発
信

基
地
と
し
て
、
町
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

町の基盤となる一次産業（野菜づくり講習会）

ビニールハウスでのトマト栽培
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安全・安心な
教　

　
　

育

　

教
育
目
標
で
あ
る
「
郷
土
を

担
う
心
豊
か
な
人
間
の
育
成
」

を
目
標
と
し
、
施
設
整
備
を
始

め
小
規
模
校
で
あ
っ
て
も
他
町

村
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
基
礎

学
力
の
向
上
と
人
づ
く
り
に
向

け
て
、
複
式
学
級
の
対
応
と
特

別
支
援
事
業
、
教
育
内
容
充
実

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

公
民
館
事
業
で
は
、
新
た
に

地
域
支
援
推
進
事
業
、
復
興
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
事
業
を
展

開
し
、
生
涯
学
習
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

県
立
川
口
高
等
学
校
の
入
学

者
確
保
に
つ
い
て
は
、
２
学
級

確
保
に
向
け
て
、
本
年
度
も
通

学
費
や
寮
費
の
支
援
拡
大
を
図

り
ま
す
。健

康
・
福
祉

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
心
の
病

の
心
配
を
さ
れ
て
い
る
方
々

が
い
ま
す
の
で
、
心
の
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
立
ち
上
げ
て
地
域
の

方
々
、
隣
近
所
が
支
え
合
い
な

が
ら
こ
こ
ろ
豊
か
に
健
康
管
理

が
で
き
る
よ
う
に
各
種
健
康
相

談
、
検
診
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。
そ
し
て
、
町
民
の

健
康
を
守
り
、
高
齢
者
を
始
め

年
間
を
通
し
て
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
各
種
支
援
策

を
点
検
し
、
新
た
な
支
援
策
を

探
っ
て
い
き
ま
す
。

川口高校の先生を招いて行われた特別授業（金山小学校）

１１月に仮開通した田沢橋

生
活
環
境
整
備

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
生
活
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
生
活
道
路
の
整
備

　

町
道
滝
沢
・
田
沢
線
改
良
事

業
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
新
し

い
橋
梁
が
完
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
町
道
中
川
・
大
栗
山

線
改
良
事
業
は
、
引
き
続
き
福

島
県
に
よ
る
代
行
事
業
に
よ
り

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

▼
簡
易
水
道
事
業

　

川
口
地
区
統
合
簡
易
水
道
の

水
源
確
保
な
ど
本
格
的
に
工
事

が
始
ま
り
、
安
定
し
た
良
質
な

飲
料
水
の
供
給
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
改
良
、
河
川
整

備
に
つ
い
て
も
新
潟
・
福
島
豪

雨
災
害
を
受
け
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
、国
、県
、電
気
事
業
者
に

対
し
、
実
情
を
訴
え
な
が
ら
、

要
望
活
動
を
進
め
ま
す
。

業務変更のお知らせ
　今まで町の企画部門等は総
務課総務係で行っていました
が、４月１日より復興政策課
復興政策係で行うことになり
ました。
　◎問い合わせ…復興政策係
 ☎５４－５２０３
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道の駅・完成イメージ図

道
の
駅
「
奥
会
津
か
ね
や
ま
」
が
4
月
26
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
農
産
物
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
元
産
品
の
販
売

や
食
事
な
ど
の
提
供
、
観
光
案
内
な
ど
を
行
い
、
町
の
活

性
化
を
図
る
中
核
施
設
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

道
の
駅
「
奥
会
津
か
ね
や
ま
」
の
概
要

駐
車
台
数

　

普
通
自
動
車
46
台
、
大
型
車

６
台
、
車
い
す
使
用
者
用
２
台

※
駐
車
場
は
24
時
間
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
駐
車
場
か
ら
の

主
要
な
歩
行
経
路
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
・
休
憩
施
設

　

24
時
間
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
休
憩
施
設
で

は
デ
ジ
タ
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
交
通
情
報
や
町
の
観
光

紹
介
を
し
ま
す
。

観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
展
示

な
ど
、
奥
会
津
の
観
光
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報

が
集
ま
り
ま
す
。

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

　

こ
だ
わ
り
コ
ー
ヒ
ー
（
５
種

類
）、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
炒
め

卵
チ
ャ
ー
ハ
ン
な
ど
を
ご
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

新
鮮
な
地
元
野
菜
を
中
心

に
、
豊
富
な
農
産
物
な
ど
を
取

り
扱
い
ま
す
。
ま
た
、
金
山
町

在
住
の
名
人
に
よ
る
マ
タ
タ
ビ

工
芸
品
を
は
じ
め
、
地
酒
な
ど

の
名
産
品
を
取
り
扱
い
ま
す
。

そ
ば
処
「
こ
ぶ
し
館
」

　

金
山
町
の
農
産
物
で
も
あ
る

ア
ザ
キ
大
根
（
辛
味
大
根
）
を

使
用
し
た
ア
ザ
キ
大
根
高
遠
そ

ば
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
た
っ
ぷ
り
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
ダ

ブ
ル
な
ど
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。

急ピッチで建設が進められている道の駅
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町
の
皆
さ
ん
が
親
し
み
を
感
じ
る

　
　
　
　
　
　

道
の
駅
を
作
り
た
い
。

道
の
駅
「
奥
会
津
か
ね
や
ま
」

道
の
駅
「
奥
会
津
か
ね
や
ま
」
の
駅
長
に
㈱
会
津
か
ね
や

ま
の
滝
沢
悦
郎
さ
ん
（
横
田
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
滝
沢

さ
ん
に
道
の
駅
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

道
の
駅
「
奥
会
津
か
ね
や
ま
」

に
は
農
産
物
直
売
所
が
で
き
る

の
で
す
が
、
役
場
で
冬
に
行
っ

て
い
た
野
菜
作
り
講
習
会
に
お

邪
魔
し
て
、
農
家
の
皆
さ
ん
に

直
売
所
に
農
産
物
を
出
品
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
現
在
で
は
約
50
名
の
方

か
ら
出
品
し
た
い
と
の
申
し
出

を
受
け
て
い
ま
す
。
農
産
物
直

売
所
に
は
農
産
物
の
紹
介
を
す

る
農
産
物
案
内
人
を
置
い
て
販

売
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

銘
産
品
販
売
所
に
は
町
で
工

芸
品
を
作
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
々
の
協
力
を
得
て
、
マ
タ
タ

ビ
細
工
な
ど
の
工
芸
品
を
置
く

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
地
酒
な
ど
地
域
色
が
濃

い
も
の
を
置
く
予
定
で
す
。
そ

の
他
に
も
道
の
駅
を
訪
れ
る
お

客
様
に
対
し
て
道
路
の
交
通
情

報
だ
け
で
な
く
、
金
山
町
の
観

光
、
文
化
、
歴
史
、
イ
ベ
ン
ト

の
情
報
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

道
の
駅
「
奥
会
津
か
ね
や
ま
」

と
他
の
道
の
駅
と
の
一
番
大
き

な
違
い
は
、
道
の
駅
「
奥
会
津

か
ね
や
ま
」
は
民
家
の
近
く
に

位
置
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
他
の
道
の
駅
は
集
落

か
ら
離
れ
た
場
所
に
設
置
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
。

　

そ
の
特
徴
を
大
切
に
し
て
、

町
の
皆
さ
ん
に
も
親
し
み
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
身
近

な
道
の
駅
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
町
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
の
道
の
駅
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

道
の
駅
の
中
に
も
町
の
方
に
使

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、

地
元
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
な

が
ら
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た

い
で
す
。

町
の
皆
さ
ん
に

言
い
た
い
こ
と

道の駅「奥会津かねやま」駅長の滝沢悦郎さん

の に
の かねやま

　道の駅「奥会津かねやま」登録証伝達式は、
４月４日役場内で行われ国土交通省郡山国道事
務所の酒井洋一所長、長谷川律夫町長、滝沢悦
郎道の駅駅長らが出席し行われました。登録証
は酒井所長から長谷川町長に手渡されました。
　酒井所長は「道の駅「奥会津かねやま」は国
道２５２号を通って新潟県側から入る方々にと
って玄関口となる場所で、その役割は大きいと
思っています。また、道の駅の運営に町の皆さ
んが熱意を持って取り組んでいる姿に共感して
います」と挨拶しました。これに対し長谷川町
長は「各方面の方々にご指導を仰ぎながら、道
の駅を地域発展の基盤となるよう努力していき
たい」と謝辞を述べました。

伝達式に臨んだ
（右より）酒井所長、長谷川町長、滝沢駅長

駅
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

広報かねやま　25.4.10



川口栗ノ牧地区で

土砂災害が発生

3
月
17
日
、
午
後
4
時
30
分
頃
。
川
口
栗
ノ
牧
地
区
で

土
砂
災
害
が
発
生
。
当
初
は
栗
ノ
牧
地
内
6
世
帯
17
名

に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
日
に
は
1
世
帯

を
除
く
5
世
帯
の
避
難
勧
告
を
解
除
し
ま
し
た
。今
後
、

町
は
福
島
県
と
連
携
し
て
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

〈土砂災害経過〉
３月１７日（日）
１６：３０頃　災害発生。須田和惠さんが気づき知人へ連絡する。

知人より役場へ連絡があり、職員が出動する。
１７：０５　　災害対策本部設置。
１７：１０　　須田和惠さんに対し避難勧告。（須田さんは知人宅へ避難）
１８：００　　消防団幹部出動。
１９：１７　　栗ノ牧地内６世帯１７名に避難勧告

住民は福祉センター及び親戚宅等へ避難
 （２０：３０避難完了）
消防団川口班が出動し、現場の警備にあたる。

３月１８日（月）
　８：０５　　須田さんを除く５世帯の避難勧告を解除。消防団は解散。

以降、業者委託により、２４時間体制で現場を監視する
とともに、道路の確保を行う。

崩落した災害現場（３月１７日）

25.4.10　広報かねやま



只見線復興への誓いを新たにする参加者（只見線復興決起集会）

只見線の復旧をめざして
奥会津麺'sフェスティバル

力強く決議文を読み上げる長谷川町長（只見線復興決起集会）

　３月１６日１７日の両日、中川地区の町民体
育館周辺で「奥会津麺'sフェスティバル」が開催
され、２日間で町内外から約４，９００人が訪
れました。会場にはラーメンや蕎麦などの麺料
理のほか、会津地鶏やエゴマ、赤カボチャなど
の会津地方の特産品を生かした店舗が並び、来
場者は行列を作って買い求めていました。
　１６日、同会場で行われた只見線復興決起集
会には只見線沿線自治体の首長らが出席し、多
くの来場者と共に只見線復興への誓いをたてま
した。また、ゆうゆう館では「金山町の民話と
只見川災害を語る」と題し、昔話のほか平成２
３年７月の豪雨災害に関する様々なエピソード
が語られ、来場者は真剣に聞き入っていました。好評だった「金山町の民話と只見川災害を語る」

麺'sフェスに訪れた客でにぎわう会津中川駅

おいしい「麺」を味わう来場者
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地域産品の活用方法について話す鎌田さん

　３月１７日、御神楽館で只見川電源流域振興
協議会主催の特産品開発をテーマにしたシンポ
ジウム「震災・水害からの復興を目指して」が
開催されました。
　シンポジウムでは東日本旅客鉄道㈱事業創造
本部の鎌田由美子さんを迎え、「地域の宝から特
産品開発」をテーマに講演会が行われました。
鎌田さんはＪＲ東日本が行っている食を中心と
した東日本管内エリアの魅力的な地産品を紹介、
販売する事業を解説し、観光客は地元に根ざし
た素材を求めていると話しました。また、講演
会の後、鎌田さんと奥会津で町おこしに携わる
女性たちとの意見交換会も行われました。

女性の視点で特産品開発
歳時記の郷　奥会津シンポジウム

大竹さんを囲んでの記念撮影

　先月、母校の金山中学校で色鉛筆による絵画
教室を行った画家の大竹惠子さん（大志出身）
が３月８日、同校を訪れご自身の作品「歳の神」
の複製画を寄贈しました。
　大竹さんは生徒たちに「歳の神の絵を選んだ
のは、いろいろな世代の人が笑顔で火を囲んで
いて、温かい絵だからです。皆さんも夢に向か
って頑張ってください」と話しました。それに
対し、生徒会長の渡部大地君が「素晴らしい絵
画を寄贈してくださり、ありがとうございます。
この絵を見ながら美術の授業やその他の授業、
学校行事を頑張っていきたいと思います」と感
謝の気持ちを述べました。

先輩、ありがとう
大竹惠子さんが母校に絵画を寄贈

　３月１３日、金山中学校で卒業証書授与式が
行われ、卒業生１４名が３年間慣れ親しんだ学
舎を巣立ちました。
　式では佐

さ

浦
うら

雅明校長が「皆さんは３年間の学
習や部活動、友達との交流の中で大きく成長し
ました。これからはそれぞれの道に進みますが、
困難に直面した時は金山町に育ったことが力に
なるということを思い起こしてください」と送
辞を述べました。また、生徒代表の長谷川順也
君（川口）が「たくさんの人に支えられた３年
間でした。下級生の皆さんは周りの人たちに対
して感謝の気持ちを忘れずに学校生活を送って
下さい」と力強く答辞を述べました。

感謝の気持ちを込めて
金山中学校で卒業証書授与式

万感の思いで答辞を読む長谷川君
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ミツバチの面白さを話す佐々木先生（写真右）

　３月１８日、川口高校で只見川電源流域振興
協議会主催の講演会「ミツバチの研究から見え
てきたこと－その面白さから警鐘まで－」が行
われました。講師として玉川大学農学部学術研
究所長の佐々木正巳先生を迎え、会場には川口
高校生ほか町内外から聴講者約１００名が集ま
りました。
　佐々木先生は「ミツバチは花粉のある場所を
自身の羽音の長さで仲間に知らせます。また、
集団で生活し、巣の温度が上がる時は自身が扇
風機となって高温になるのを防いでいます」と
ミツバチの生態の不思議について話しました。

川口高校で地域産業創出に向けた講演会
ミツバチの研究から見えてきたこと

地域の素材を生かす試みを話す横田さん

　３月１９日、開発センター「観光を活かした
６次化商品の売り方」をテーマに講演会が行わ
れました。この講演会は道の駅オープンに向け
て地域の資源を活かした特産品づくりを多くの
人に提案していただくことを目的に企画された
ものです。
　講師にはＮＰＯ法人「素材広場」理事長の横
田純子さんを招きました。「素材広場」は宿と農
産物などの生産者をつなぎ地産地消をめざす事
業を行っています。横田さんは、特産品のあり
方について「観光とはいえ観光客だけをターゲ
ットにせずに、地元の人たちからも大切に思わ
れるものを作る必要がある。素材は厳選された
ものを使用してほしい」と話しました。

地域に眠るものをどう活かすか
地域素材活用術を学ぶ

　町内小学校の卒業式は３月２２日に行われま
した。金山小学校の卒業式では、６名の卒業生
一人ひとりに木村なるみ校長から卒業証書が手
渡され、卒業生はそれぞれ保護者の前に向かい
無事に卒業したことを報告し、感謝の気持ちを
伝えました。木村校長からは「皆さんはこれか
中学校に進みますが、やり抜く心、まっすぐな
心、助け合う心を持ち充実した中学生活を送っ
てください」とはなむけの言葉をおくりました。
　また、横田小学校では２名の児童が卒業し、
たくさんの思い出が詰まった校舎を後にしまし
た。

８名の卒業生が学舎を巣立つ
町内小学校で卒業式

親しんだ学舎を後にする金小卒業生
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テープカットを行う関係者

　かねやまホーム増改築工事落成式は３月２６
日、同施設内で行われ関係者５４名が出席しま
した。式ではテープカットが行われ、参加者は
かねやまホームの安心・安全を祈願しました。
　増築された建物は、個室２０部屋、二人部屋
５部屋の合計３０床を２つのエリアで構成し、
各エリアに食堂・憩いスペース（和室）・浴室を
設け、吹き抜けの明るく広々とした空間で生活
できるようになっています。また、玄関を入っ
た正面ロビーを地域交流スペースとして設け、
イベント開催、お越しいただいた際の休憩など、
地域の方々にスペースを解放して活用していた
だける場となっています。

地域交流の場としても活用
かねやまホーム増改築工事落成式

大好きな両親との記念撮影

　町内保育所の修了おいわいの会が３月２６日
に開かれました。川口保育所で９名、横田保育
所で３名の子どもたちに保育証書が渡されまし
た。

１２名の子どもたちが巣立つ
町内保育所で修了おいわいの会

　横田保育所の入所おめでとうの会は４月２日
に開かれました。会では入所する３名の子ども
たちの名前が呼ばれ、子どもたちは大きな声で
返事をしました。保護者代表の須佐健さんから
は「入所おめでとう。新しいお友だちが増える
ので、お兄さん、お姉さんは仲よくしてあげて
くださいね」とお祝いの言葉を述べました。そ
の後、在所児童からは手作りのメダルが新しい
お友だち一人ひとりにプレゼントされました。
横田保育所は在所児童を含め１０名でスタート
します。
　また、川口保育所では４月からの入所者は１
名で、在所児童１１名でのスタートとなります。

新しいお友だちが来たよ
横田保育所で入所おめでとうの会

一緒に遊ぼうね！

卒園のうたを歌う子どもたち

　保育証書を受け取った子どもたちは保護者の
もとに歩み、「いつも見守ってくれて、ありがと
う」などと感謝の気持ちを大きな声で伝えまし
た。
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お
知
ら
せ

納期限は

4月30日
です

今月の納税

●
固

定

資

産

税　
　

１
期
・
全
期

●
軽

自

動

車

税　
　
　
　

全　

期

●
保

育

料　
　
　
　

４
月
分

●
か
ね
や
ま
ネ
ッ
ト
利
用
料　
　

前
期
分

納め忘れに
ご注意くだ
さい

こ
れ
か
ら
の
予
定

表　
　
　

彰

町
体
育
協
会

★
4
月
★

▼
17
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜 

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
18
日（
木
）

•
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
19
日（
金
）

•
ハ
イ
ハ
イ
ク
ラ
ブ

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
21
日（
日
）

•
金
山
町
消
防
団
春
季
検
閲
式

　

午
前
10
時
〜

 
 

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
 

ま
た
は
町
民
体
育
館

▼
26
日（
金
）

•
道
の
駅
奥
会
津
か
ね
や
ま

 
 

オ
ー
プ
ン

　

正
午
〜

▼
27
日（
土
）

•
小
中
学
校
合
同
資
源
物
回
収

　

午
前
９
時
〜　

横
田
小
学
区

▼
28
日（
日
）

•
妖
精
美
術
館
、
沼
沢
湖
周
辺

施
設
オ
ー
プ
ン

　

午
前
９
時
〜

★
5
月
★

▼
９
日（
木
）

•
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜　

金
山
町
役
場

▼
10
日（
金
）

•
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　

午
前
10
時
〜　

ゆ
う
ゆ
う
館

　

町
体
育
協
会
で
は
、
平
成
24

年
度
中
に
各
種
大
会
で
好
成
績

を
収
め
た
次
の
個
人
と
団
体
を

表
彰
し
ま
し
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

▼
諏
佐
茂
夫
（
宮
崎
）

•
金
山
町
体
育
協
会
長

 

13
年
在
職

•
体
育
指
導
員 

32
年
在
職

案　
　
　

内

▼
栗
城
啓
一
（
玉
梨
）

•
金
山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

 

34
年
在
職

諏佐茂夫さん

▼
渡
部
知
一
（
玉
梨
）

•
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
金
山
ス
キ
ー
学

校
長 

39
年
在
職

渡部知一さん

【
優
秀
団
体
賞
】

▼
金
山
町
商
工
会

•
金
山
町
体
育
協
会
主
催
職
場

対
抗
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

子
の
部 

３
年
連
続
優
勝

▼
西
谷
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

•
第
27
回
会
津
支
部
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会 

優
勝

▼
金
山
チ
ー
ム

•
第
25
回
福
島
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会 

準
優
勝

栗城啓一さん

県
民
健
康
管
理
調
査

基
本
調
査
問
診
票

　

福
島
県
で
は
原
子
力
災
害
に

よ
る
放
射
線
の
影
響
を
踏
ま
え
、

県
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
長
期

に
わ
た
り
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
出
発
点
と
し
て
、
問
診
票

を
ご
提
出
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
は
、
各
々
の
外
部
被
ば
く
線

量
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
推
計
結
果

の
通
知
が
届
い
て
い
な
い
皆
さ

ま
に
は
、
現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
出
前
書
き
方
説
明
会
・
相
談

会
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、

「
県
民
健
康
管
理
調
査
基
本
調

査
問
診
票
」
に
関
す
る
出
前
書

き
方
説
明
会
・
相
談
会
を
皆
さ

ま
の
ご
要
望
に
応
じ
て
開
催
し

ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の

間
で
、
１
回
当
た
り
10
名
か
ら

15
名
ま
で
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
県
立
医
科
大
学
県

民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ

福
島
県
立
医
科
大
学
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
５
４
７

１
７
８
６

町
税
な
ど
の

全
納
割
引
制
度

　

固
定
資
産
税
は
、
年
４
回
に

分
け
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
全
て
の
納
期
分
を
第

１
期
の
納
期
限
ま
で
に
納
め
る

と
年
税
額
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

年
税
額
１
６
，
０
０
０
円
以

上
の
方
が
対
象
で
、
今
年
度
の

第
１
期
の
納
期
限
は
４
月
30
日

で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

 

☎
54

５
１
２
１

森
林
事
務
所
が

変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
よ
り
、
町
を
担
当

す
る
森
林
事
務
所
が
次
の
と
お

り
変
更
と
な
り
ま
す
。
森
林
事

務
所
に
ご
用
の
際
は
、
次
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
新
事
務
所

　

坂
下
森
林
事
務
所

〒
９
６
９

６
５
３
４

河
沼
郡
会
津
坂
下
町
字
小
川
原

987

３

☎
０
２
４
２

83

３
２
１
３

広報かねやま　25.4.10



有
害
鳥
獣
防
護
柵
の

設
置
に
は
補
助
が
で
ま
す

　

町
は
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
を
防
止
、
軽
減
す
る

た
め
に
防
護
柵
を
設
置
す
る
世

帯
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
額

設
置
費
用
の
２
分
の
１
（
限

度
額
１
台
あ
た
り
２
万
５
千

円
）

※
防
護
柵
設
置
補
助
金
の
交
付

申
請
は
一
世
帯
２
回
ま
で
で

す
。
火
災
や
自
然
災
害
等
に

よ
り
補
助
金
を
受
け
て
設
置

し
た
防
護
柵
を
喪
失
さ
れ
た

方
は
再
度
申
請
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
振
興
係

 

☎
54

５
３
２
１

田
畑
の
賃
借
料

　

昨
年
１
年
間
に
、
金
山
町
で

賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
田

畑
10
ア
ー
ル
（
１
反
歩
）
当
た

り
の
賃
借
料
の
平
均
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
田
（
水
稲
）
の
部

•
基
盤
整
備
区
域

 

７
，３
６
５
円

•
未
整
備
区
域 

８
，４
４
６
円

▼
畑
の
部

•
基
盤
整
備
区
域

 

２
，０
０
０
円

•
未
整
備
区
域 

８
，４
４
４
円

◎
問
い
合
わ
せ

　

金
山
町
農
業
委
員
会

 

☎
54

５
３
２
１

農
地
の
貸
し
借
り

　

農
地
を
農
地
と
し
て
貸
し
借

り
を
す
る
場
合
、
農
地
法
第
３

条
ま
た
は
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
に
よ
り
許
可
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
関
係
書

類
は
農
業
委
員
を
経
由
し
て
農

業
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

金
山
町
農
業
委
員
会

 

☎
54

５
３
２
１

合
併
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
現
在
、
２
９
９
世
帯

が
合
併
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
合
併
浄
化
槽
は
生
活
排

水
の
汚
れ
を
10
分
の
１
に
減
ら

せ
る
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り

ま
す
。

　

合
併
浄
化
槽
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

 

☎
54

５
３
１
５

町
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

　

５
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の

間
に
町
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

を
実
施
し
ま
す
。

　

検
針
員
が
各
戸
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
上
に

雪
が
あ
る
場
合
は
、
お
手
数
で

も
使
用
者
が
雪
を
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
雪
解
け
後
の
こ
の
時

期
は
漏
水
が
多
く
発
生
し
て
い

る
の
で
自
主
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

 

☎
54

５
３
１
５

平
成
23
年
7
月
豪
雨
で

被
害
を
受
け
た
皆
さ
ん
へ

　

町
で
は
、
平
成
23
年
７
月
豪

雨
で
被
災
さ
れ
、
住
宅
再
建
を

行
っ
た
方
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら

行
う
方
に
対
し
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

▼
交
付
額

•
住
宅
再
建
に
要
す
る
費
用
の

90
％
の
金
額
。
但
し
、
被
害

の
程
度
に
よ
り
上
限
が
あ
り

ま
す
。

▼
交
付
対
象
者

•
対
象
者
に
は
、
町
か
ら
個
別

相
談
会
の
案
内
を
送
付
し
、

相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
対
象
と
思
わ
れ
る
方
で

ま
だ
案
内
が
届
い
て
い
な
い

方
は
、
復
興
政
策
課
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象

者
は
被
災
当
時
町
に
住
所
が

あ
っ
た
方
で
す
。

※
住
宅
に
被
害
が
な
く
て
も
、

車
庫
や
倉
庫
な
ど
に
被
害
が

あ
っ
た
方
も
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
復
興
政
策
課

 

☎
54

５
２
０
３

ご
寄
付
に
感
謝

●
匿
名
希
望
の
方
２
名
か
ら

 

６
万
４
千
円

　

ご
寄
付
は
町
の
文
化
財
の
管

理
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

　

広
報
か
ね
や
ま
３
月
号
13
ペ

ー
ジ
の
ご
寄
付
に
感
謝
の
中
で

千
葉
県
船
橋
市
の
「
星　

秋
吉

さ
ん
」
は
、
正
し
く
は
「
星　
秋

芳
さ
ん
」
で
し
た
。
訂
正
の
上
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

広報かねやま「お知らせ版」
を発行します

　これまで行政情報やイベント情報など
を各係発行のチラシで住民の皆さんに
提供してきましたが、情報をより読みや
すくお伝えするため今月より各係などの
情報をまとめた広報かねやま「お知らせ
版」を発行することになりました。

○発行日…毎月第４木曜日

　チラシ配布を極力少なくすることでペ
ーパーレス化を図るとともに、皆さまに
読みやすい「お知らせ版」を目指します。

 ◎問い合わせ…総務係
 ☎５４－５２２２

25.4.10　広報かねやま



交
通
教
育
専
門
員

　

金
山
町
交
通
教
育
専
門
員
に

栗
田
傳
一
さ
ん
（
本
名
）
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

栗
田
さ
ん
の
任
期
は
平
成
25

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

人　
　
　

事
辞令を受ける栗田さん

町
職
員
人
事
異
動

　

次
の
と
お
り
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

 

（　

）
内
は
前
任
で
す
。

【
３
月
31
日
付
】

★
退
職

▼
岩
渕
憲
二
（
建
設
課
長
）

▼
青
栁
伸
子
（
保
健
主
任
）

【
４
月
１
日
付
】

▼
参
事
＝
長
谷
川
一
夫

（
総
務
課
長
）

▼
総
務
課
長
＝
長
谷
川
昌
伸

（
総
務
係
長
）

▼
建
設
課
長
＝
目
黒
隆
明

（
産
業
課
長
）

▼
産
業
課
長
＝
栗
城
英
雄

（
会
計
管
理
者
・
出
納
室
長
）

▼
会
計
管
理
者
・
出
納
室
長

＝
渡
部
嘉
宣
（
住
民
課
住
民

税
務
係
長
）

▼
総
務
課
総
務
係
長
＝
菊
地
守

（
住
民
課
保
健
福
祉
係
長
）

▼
住
民
課
住
民
税
務
係
長
＝
渡

部
明
美
（
教
育
委
員
会
教
育

係
長
）

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
長
＝
大

竹
有
香
（
教
育
委
員
会
教
育

係
）

▼
産
業
課
商
工
観
光
係
長
＝
栗

城
真
一
（
建
設
課
上
下
水
道

係
長
）

▼
建
設
課
上
下
水
道
係
長
＝
佐

々
木
貴
之（
建
設
課
建
設
係
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
係
長
＝
須

佐
光
夫
（
産
業
課
商
工
観
光

係
長
）

▼
復
興
政
策
課
復
興
政
策
係
・

奥
会
津
五
町
村
活
性
化
協
議

会
事
務
局
＝
伊
藤
敬
（
総
務

課
総
務
係
・
奥
会
津
五
町
村

活
性
化
協
議
会
）

▼
復
興
政
策
課
復
興
政
策
係
＝

丹
治
克
弥
（
総
務
課
・
総
務

係
）

▼
住
民
課
住
民
税
務
係
＝
諏
佐

雅
樹
（
総
務
課
総
務
係
）

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
＝
肥
田

野
重
人
（
住
民
課
住
民
税
務

係
）

▼
建
設
課
建
設
係
＝
五
ノ
井
智

徳
（
建
設
課
上
下
水
道
係
）

▼
建
設
課
上
下
水
道
係
＝
菅
家

糖
文（
住
民
課
保
健
福
祉
係
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
係
＝
黒
田

玲
子（
住
民
課
住
民
税
務
係
）

★
新
採
用

▼
住
民
課
住
民
税
務
係

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
保
健
師

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
保
健
師

高
たか

久
く

亜
あ

紀
き

藤
ふじ

井
い

秀
ひで

文
ふみ

横
よこ

山
やま

美
み

紀
き

金山町ご当地キャラクターを募集します
　ご当地キャラクターを通じて、金山町を日本全国にＰＲし、知名度の向上につなげるために「ご当地キ
ャラクター」を募集します。
●募集期間：４月８日（月）から５月２３日（木）まで
●募集内容：専用応募用紙、またはＡ４用紙、もしくは電子データ原稿に次の項目を記入し、郵送または

電子メールでご応募ください。
※電子メールによる応募の場合は、メール本文に上記を記載し、図案はＪＰＧまたはＰＤＦ
形式、Ａ４版で添付して下さい。
詳しくは、町公式ホームページをご覧ください。

●応募規定：①応募者が著作権を有するオリジナルキャラクターで、他のコンテストに応募したことがな
い作品に限ります。

②応募点数に制限はありませんが、応募１件に付き１作品とします。
③採用作品の一切の権利は、町に帰属します。

●審査・発表：金山町長及び金山町役場復興政策課内の協議により決定します。入賞作品は町公式ホームペ
ージ上にて発表します。

●賞　　金：最優秀賞：１作品　賞金１０万円・優秀賞：５作品「金山町特産品セット」
◎応募・連絡先…金山町役場　復興政策課「金山町ご当地キャラクター募集」係

〒９６８－００１１　福島県大沼郡金山町大字川口字谷地３９３
電話番号：０２４１－５４－５２０３　ＦＡＸ番号：０２４１－５４－２１１７
メールアドレス：Fukkou@town.kaneyama.fukushima.jp

広報かねやま　25.4.10



町内各地区の放射線量　
　町が独自に行っている、各地区の空間放射線量についてお知らせします。
　測定は各集会所等周辺の土の上で行っています。冬期は雪による遮へい効果で値が低くなる
傾向があります。
※測定結果は気象条件等により変動しますので、数値については目安としてご覧ください。
測定地点：各地区集会所 （単位：マイクロシーベルト／時間　地上１ｍの高さで測定）

自家消費用食品等の放射性物質簡易測定の結果について

　町では定期的に町水道の放射
性物質モニタリング検査をして
います。
　４月３日現在で町内水道水か
ら放射性セシウムは検出されて
いません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　１０ベクレル／１ｋｇ
　　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　　☎５４－５３１５

水道水の放射性物質
検査結果

  福島第一原子力発電所事故による法人及び個人事業主が被
った風評被害等による損害に対する賠償の仕組みや具体的な
手続きについての「個別相談会」を開催します。
１．対象
　本件事故による風評被害で損害を被られた町内で事業を
営む方
２．日程
　受付時間は１０時から１６時です。

◎問い合わせ…東京電力（株）福島補償相談室
　☎０２４１－９２６－４０４（９～２１時・通話料無料）

原子力損害にかかる
「個別相談会」開催のご案内

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示しています。
 （測定年月日　平成２５年３月１日～平成２５年３月３１日）
 ※「ＮＤ」は、１０ベクレル/ｋg未満です。（単位：ベクレル/ｋｇ）

　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と横田出張所で行っています。
　測定を希望される方は、保健福祉係か横田出張所へ事前予約が必要です。
　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い合わせください。
 ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品）
 横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品）
 農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品）　　

品　名 測定件数 未検出数 セシウム 品　名 検体数 未検出数 セシウム
（134＋137合計値） （134＋137合計値）

じゃがいも 1 1 ＮＤ イワナ 1 0 25.5
地下水 2 2 ＮＤ 米 2 2 ＮＤ
焼却灰 1 0 2,266 玄米 1 1 ＮＤ
ヤマメ 1 0 24.6

測定日
地区名 1月22日 2月20日 3月25日 測定日

地区名 1月22日 2月20日 3月25日 測定日
地区名 1月22日 2月20日 3月25日

川 口 0.044 0.052 0.044 上 田 0.048 0.044 0.048 横 田 0.070 0.072 0.076 
小栗山 0.054 0.094 0.076 水 沼 0.046 0.074 0.060 上横田 0.052 0.064 0.056 
八 町 0.050 0.054 0.058 上大牧 0.046 0.074 0.062 土 倉 0.052 0.030 0.042 
玉 梨 0.064 0.062 0.048 下大牧 0.054 0.062 0.064 西 部 0.060 0.056 0.062 
西 谷 0.066 0.050 0.062 高 倉 0.054 0.060 0.064 大 塩 0.066 0.044 0.072 
本 名 0.074 0.052 0.076 大栗山 0.042 0.060 0.052 滝 沢 0.060 0.050 0.042 
橋 立 0.054 0.050 0.054 福 沢 0.044 0.078 0.056 田 沢 0.064 0.046 0.050 
大 志 0.037 0.074 0.062 三 更 0.040 0.074 0.070 山入１ 0.072 0.062 0.046 
板 下 0.030 0.038 0.030 沼 沢 0.056 0.082 0.116 山入２ 0.050 0.040 0.044 
宮 崎 0.050 0.050 0.046 太郎布 0.040 0.048 0.036 越 川 0.066 0.048 0.070 

日　　程 場　　　所
４月１７日（水） 横田出張所　　１階　和　室
４月２３日（火） 開発センター　２階　研修室
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　福島第一原子力発電所の事故により県内の土壌には広く放射性セシウムが付着しています。次の
方法により、稲や野菜などに吸収される放射性セシウムを抑制する効果が期待されます。

①　水路や溝の清掃（落ち葉や泥の流入防止）
　水路や溝に堆積している落ち葉や泥は、放射性セシウムが含まれている危険性があるので、
水田への入水前に堀さらいや清掃を行うとともに、水口に網などを設置して、出来るだけ水田
落ち葉や泥が流入しないように注意してください。

②　作土深の確保
　作土層を１５ｃｍ以上確保することで放射性セシウムの吸収量を抑制する効果が期待できま
す。また、根域を拡大することで倒伏を防止する効果が期待できます。

③　中干しの徹底（中干し・溝切り・間断かん水）
　中干しを行い、土壌を酸化状態にすることで放射性物質の吸収を抑制する効果が期待できま
す。中干しの推奨期間は６月２５日～７月１０日です。

④　適正穂肥（倒伏防止）
　倒伏防止の観点から穂肥は慎重に行いましょう。幼穂形成期（出穂２３日前後）に生育診断
を行い、葉色が濃い場合や草丈が高い（８０ｃｍ以上）場合は特に注意が必要です。

⑤　適期刈取（倒伏・泥の混入防止）
　倒伏や泥の混入を防止するため、雨天の刈取り避け、適期刈取に努めましょう。

⑥　深耕
　深耕ロータリや駆動式ディスク耕うん機を利用し、深く土壌を耕すことにより作土層の放射
性物質の濃度を低下させて、作物への吸収量を低減する効果が期待できます。

　　※放射性セシウムが検出されやすい場所として、以下があげられます。
　　　①砂質土壌で腐植が少ない　②中干しができない湿田　③作土層が浅い
　　　④沢の水が直接流入する　⑤周囲に森林が隣接している。

 ◎問い合わせ…会津坂下農業普及所　金山普及所　☎５４－２８０１

の セシウム

　４月から山菜採りのシーズンに入ります。県では直売所などで山菜を販売する方を対象に
放射性セシウムのモニタリング検査をします。直売所等へ出荷される方は必ずモニタリング
検査を受けてください。検査の受付は農林振興係で行っています。

〈検査の流れ〉
①　検査対象の品は１．０ｋｇ以上用意してください。
②　測定を希望する生産者は毎週木曜日までに町に申し込んでください。
③　翌々週月曜日以降に栽培者及び町に電話等で検査結果を連絡します。
　　（モニタリング検査結果は新聞に掲載されます。）

  ◎問い合わせ…農林振興係　☎５４－５３２１

山菜類を販売される方へ
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　只見川と野尻川の雑魚漁について、昨年の
採捕自粛規制が継続中で、４月１日の解禁が
できません。
　規制解除に向け福島県の承認を得、漁を行
っています。今年３月に採った魚の値は国の
規準１００ベクレル／ｋｇ以下ですが、同じ
場所で３回以上基準値を下回ることが解除の
条件となります。
　このようなことから解除申請には時間を要
しますが、条件が整いしだい国に解除申請を
しますので、組合員や流域の皆様のご理解と
ご協力を願いします。
◎問い合わせ…
〈野尻川については〉
　野尻川非出資漁業組合
　組合長　五ノ井　喜六　☎５４－２６４４
〈只見川については〉
　只見川漁業協同組合　金山支部
　副支部長　馬場　清次　☎５６－４２５２

只見川・野尻川
禁漁のお知らせ

　金山町商工会では妖精の里商品券を販売し
ています。妖精の里商品券は金山町商工会及
び町内の取扱店で販売しています。
○商品券の種類
　額面５００円券１１枚綴りを５，０００
円で販売（５，０００円で５，５００円分
の買い物が可能です）
○購入限度額
　１人につき１０万円
　但し、１世帯最高３０万円まで
○利用期間
　平成２５年４月１日から
　平成２５年９月３０日まで

 ◎問い合わせ…金山町商工会
 ☎５４－２３１１

妖精の里商品券 発売中

　東京電力福島第一原発事故の影響で沼沢湖
のヒメマスから１００ベクレル／ｋｇを超え
る放射性セシウムが検出されているため、４
月１日からのヒメマス漁は昨年に引き続き見
送られています。
 ◎問い合わせ…沼沢漁業協同組合
 組合長　鈴木　茂
 ☎５５－３２１８

沼沢湖のヒメマスを
採らないでください

　町内で生産される米から放射性セシウムが
検出されないことを目標として、町・県・Ｊ
Ａ等各関係機関が一体となって水稲の放射性
セシウム吸収抑制対策に取り組んでいます。
　このため平成２５年度もカリを無償配布し
ますので、町内すべての稲作農家の皆さんは
カリ肥料の施肥を徹底していただきますよう、
ご理解とご協力をお願いします。
配布資材…ケイ酸カリ（２０ｋｇ／袋）
施肥時期…基肥時（４月下旬から５月上旬頃）
施 用 量…２０ｋｇ／１０a
※施用についてわからない場合は金山普及所
へお気軽にお問い合わせください。
　　　　◎問い合わせ
　　　　　会津坂下農業普及所　金山普及所
 ☎５４－２８０１

ケイ酸カリの無料配布

　２月１０日～５月３０日は山火事防止強化
期間です。
　空気が乾燥し、山火事の多発する時期を迎
えます。
　山火事の怖さは大規模な火災に発展して、
地域社会に甚大な影響を与えることから、山
火事を発生させないことが最も大切です。
　下記のことに注意し山火事をなくしましょう。
•枯草などのある、火災が起こりやすい場所
では、火を使用しない。
•たき火はしない。
•絶対にたばこの投げ捨てをしない。
•火遊びをしない、させない。
 火事・救急・救助は１１９
 会津坂下消防署金山出張所
 ☎５５－３１００

山火事に注意！
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あ の 人 こ の 人
３月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

若林　志帆
μ
父・若林　慎也

¶
（本名）母・　　美映子

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

佐　藤　　　敏（76歳）沼　沢
小　林　德　一（79歳）宮　崎
長谷川　道　義（95歳）西　谷
雪　下　ヨシノ（98歳）西　谷
佐　藤　トミコ（99歳）大　塩
中　丸　秀　男（79歳）宮　崎

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（ 4月 1日現在）

世 帯 数　1,103世帯（＋ 2）
人　　口　2,389人　（－19）
　 男 　　1,136人　（－ 9）
　 女 　　1,253人　（－10）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

図 書 室 だ よ り

☆利用状況（３月分）
月刊貸出冊数　９５冊（うち児童書　３７冊）でした。

☆新書紹介
太陽を抱く月 ／ 島　顕子　著（新書館）

　2013年1月20日よりNHK-BSプレミアムで放送中のドラマ『太陽を抱く月』
の原作小説。
　初恋だったヨヌの面影を追いかける王・フォンの前に現われた、ヨヌに生
き写しの巫女・ウォル。
　やがてヨヌの死とその埋葬に疑いを抱く。その真相とは……!?

自分を愛する力 ／ 乙武　洋匡　著（講談社）
　なぜ僕は生まれつき手足がないという障害を受けいれ、苦しむことなく、
かつ明るく生きていくことが出来たのか。
　乙武さんがたどりついたのが「自己肯定感」という言葉。「自分は大切な存
在だ」と思う、この「自分を愛する力」について、息子として両親の愛に満
ちた子育てを振り返り、教師として現代の親子が抱える問題を見つめ、父親
として自らの子育てを初めて明かしながら考察していく。「五体不満足」著者
による初の新書。

トリックアート工作 ／ 北岡　明佳　著（あかね書房）
　あのトリックアートが自分で作れる！だまし絵の立体模型、からくりおもち
ゃ、目の錯覚実験、パズルなど、トリックアートを体験できる遊びがいっぱい。

一般書

一般書

児童書

◎問い合わせ…中央公民館 ☎５４－５３３３

～お一人様３冊まで、貸出期間は２週間です。土曜日も利用できます～

　１冊１，０００円で、
中央公民館で取り扱って
います。
　　◎問い合わせ
　　　中央公民館
　　　☎５４－５３６０

発行されたやまひだ３７号

やまひだ３７号

ＪＲ只見線に乗って
八重の桜に会いに行こう！
　奥会津五町村活性化協議会では、地域の皆さまにもご
協力いただきながら、只見線応援の声を大きくし復興の
ための後押しをしていきたいと思い、只見線乗車体験ツ
アーを企画しました。
〈日　時〉４月２６日（金曜日）
〈行　程〉
７：１０只見町･･･ＪＲ代行バス･･･８：００会津川口駅
８：３０＝＝＝会津宮下駅９：１２＝＝＝会津柳津駅　
９：３５＝＝＝１０：３４会津若松駅
～会津若松市内～
日新館・鶴ヶ城会館（昼食）・鶴ヶ城・八重の桜ドラマ館
を見学します。
会津若松駅１６：５６発＝＝＝会津柳津駅１７：５６＝
＝＝会津宮下駅１８：２０＝＝＝１８：４７会津川口駅
１９：０８･･･ＪＲ代行バス・・只見１９：５８
注）＝＝＝は只見線移動、･･･はバス移動です。
〈集　合〉最寄りの各駅に集合となります。
〈参加料〉ＪＲ代行バス、ＪＲ乗車料金は無料ですが、

昼食代、入館料（日新館６００円、鶴ヶ城本
丸４００円、ドラマ館５００円）は個人負担
になります。

〈参加資格〉どなたでも結構です。婦人会などの団体大
歓迎。

〈申込期限〉平成２５年４月１９日（金曜日）※期限厳守
 ◎問い合わせ・申込先…奥会津振興センター
 ☎４８－５５２５
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生涯学習のマスコット
マナビィくん

 福島県立宮下病院長　黒　沢　正　喜　
　地域の皆さまには、平素より御支援、御協力を賜り、誠にありがとうございます。
　平成２５年４月１日付けの人事異動で、紺野武彦医師が退職し、根本大樹医師が異動となり
ました。
　その結果、外科を専門とする医師が不在となりましたので、しばらくの間、外科外来を休診
とさせていただきますが、対応可能な外科的症状（外傷、打撲、切創等）については、内科に
て変わらず診療を続けてまいりますので、御安心ください。
　また、高齢化が進んだ当地域の医療需要に応えていくため、今まで隔週としていた「整形外
科」及び「神経精神科」を毎週といたしました。このことにより、診療時間中の混雑が解消され、
今まで御利用いただけなかった患者様も余裕をもって受診していただけるものと思っております。
　さらに、今まで午後の診療としていた「耳鼻咽喉科」、「皮膚科」を午前の診療とし、当院の
送迎バスを利用して通院されている患者様にも受診していただけるよう変更いたしました。
　今後も当院の基本理念である「心ある医療」のもと、地域の皆さまに信頼され、満足してい
ただける病院を目指し努力してまいりますので、より一層の御支援を賜りますようお願いいた
します。

【平成２５年度診療科】
診療科 診　療　日 診療時間
内科 平日 ９：００～１７：００
外科 休診 ―
整形外科 毎週水曜日（第５週を除く） ９：００～１２：００
神経精神科 毎週火曜日 ９：００～１２：００
耳鼻咽喉科 第１・第３金曜日 ９：００～１２：００
皮膚科 第２・第４金曜日 ９：００～１２：００

※１　応援医師の都合により、診療日が変更となる場合がございますので、あらかじめ病院ま
で御連絡ください。 ☎５２－２３２１

※２　皮膚科の４月の診療時間は第１・第３木曜日の１４：００～１７：００となります。

の について

　

社
会
性
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
「
遊

び
」。
し
か
し
近
年
、
子
ど
も
た

ち
が
地
域
で
遊
ぶ
姿
は
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

極
限
の
少
子
化
と
な
っ
た
今
、

子
ど
も
た
ち
が
共
に
遊
び
、
学

ぶ
機
会
と
環
境
を
意
図
的
に
計

画
的
に
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

放
課
後
子
ど
も
教
室
。
金
山
小

学
校
区
で
は
「
金
小
ゆ
う
が
た

ク
ラ
ブ
」
の
名
称
で
、
開
発
セ

ン
タ
ー
１
階
フ
ロ
ア
で
今
年
度

は
平
日
に
毎
日
開
催
し
ま
す
。

　

横
田
小
学
校
区
で
は
「
よ
こ

た
ふ
れ
あ
い
教
室
」
の
名
称
で

毎
週
水
曜
日
に
横
田
公
民
館
で

開
催
し
ま
す
。

　

見
守
り
と
遊
び
の
場
、
そ
し

て
時
に
は
体
験
活
動
の
場
と
し

て
地
域
の
方
々
の
協
力
を
受
け

「
打
ち
豆
」
や
「
縄
な
い
」
な

ど
の
体
験
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

打ち豆体験教室

の

ど
も
の

や
か
な

の
た
め
に

放
課
後
子
ど
も
教
室
ス
タ
ー
ト

大
人
の
参
加
者
募
集
中
！

　

関
わ
る
大
人
が
多
い
ほ
ど
幅

広
い
活
動
が
で
き
る
は
ず
。
子

ど
も
た
ち
に
昔
遊
び
を
教
え
た

り
一
緒
に
遊
び
や
自
然
散
策
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

学
校
の

校
庭
で
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　

参
加
で
き
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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